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1.  平成23年5月期第3四半期の業績（平成22年6月1日～平成23年2月28日） 

（注）前年同四半期については、四半期連結財務諸表を作成していたため、前年同四半期数値及び前年同四半期増減率は記載しておりません（以下、
「（２）財政状態」においても同じ）。 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年5月期第3四半期 17,195 ― 1,048 ― 971 ― 27,307 ―
22年5月期第3四半期 ― ― ― ― ― ― ― ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年5月期第3四半期 69,923.10 39,617.56
22年5月期第3四半期 ― ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年5月期第3四半期 7,827 257 3.3 △6,179.64
22年5月期 ― ― ― ―

（参考） 自己資本   23年5月期第3四半期  257百万円 22年5月期  ―百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年5月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年5月期 ― 0.00 ―
23年5月期 

（予想）
0.00 0.00

3.  平成23年5月期の業績予想（平成22年6月1日～平成23年5月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 21,824 △22.4 1,592 ― 1,492 ― 27,828 ― 69,622.01



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.３「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年5月期3Q 421,925株 22年5月期  346,925株
② 期末自己株式数 23年5月期3Q  ―株 22年5月期  ―株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年5月期3Q 388,409株 22年5月期3Q 346,925株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対する四
半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等について
は、四半期決算短信（添付資料）３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、新興国を中心とした海外経済の回復や政府による各種の政策効果等

を背景に持ち直しに向けた動きが見られました。但し、デフレの影響や雇用環境の悪化懸念は依然として残されてお

り、依然として厳しい状況にあります。 

当社が属する不動産業界は、依然として厳しい雇用環境などを背景に力強い回復は期待しにくいものの、持家や分

譲住宅の新設住宅着工戸数が増加基調となっているほか、首都圏マンション契約率が好不況の判断の分かれ目となる

70％を超えて推移する等、回復の兆しが出てきております。 

このような経済環境のもと、当社は、当初の計画に基づき保有物件の売却を進めると共に、不動産開発事業の再開

に向けた開発用地の取得の検討および実施を行って参りました。併せて、不動産企画業務や販売代理業務といった不

動産業務受託事業を推進して参りました。この結果、当第３四半期累計期間における売上高は17,195百万円、営業利

益は1,048百万円、経常利益は971百万円となりました。なお、四半期純利益については、特別利益として26,250百万

円の債務免除益を計上したことから27,307百万円となりました。 

セグメントの業績は次のとおりであります。 

（不動産開発事業） 

不動産開発事業は、前事業年度より販売している「カーサ・ダルテ（埼玉県川口市）」の残住戸の引渡しを行なっ

た他、「横浜富士見プロジェクト」、「Feeth水天宮前（東京都江東区）」及び「霞ヶ浦プロジェクト」の引渡しを

行ないました。この結果、売上高は4,260百万円、セグメント利益は616百万円となりました。 

（資産活性化事業） 

資産活性化事業では、当初の計画に基づき19件の引渡しを行ないました。この結果、売上高は12,285百万円、セグ

メント利益は495百万円となりました。 

（不動産業務受託事業） 

不動産業務受託事業では、不動産企画業務や販売代理業務による手数料として、15物件からの収益を計上いたしま

した。この結果、売上高は575百万円、セグメント利益は565百万円となりました。 

（賃貸事業） 

賃貸事業では、３物件から賃貸収入を確保しております。売上高は72百万円、セグメント利益は45百万円となりま

した。 

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期会計期間末における資産は、7,827百万円となりました。負債については、7,569百万円となりまし

た。また、純資産については、257百万円となりました。前事業年度末からの主な変動要因は、以下の通りでありま

す。 

資産の減少の主な要因は、開発用地として１物件を購入したものの、保有物件の売却を推進したことにより、販売

用不動産と仕掛販売用不動産が合計で18,282百万円減少したこと、及び法人税の繰戻し還付等により未収還付法人税

等が5,352百万円減少したことによるものであります。負債の減少の主な要因は、保有物件の売却資金を借入金返済

に充当したこと、債務免除を受けたことや現物出資による第１種優先株式の発行（DES）を行ったことにより借入金

が38,497百万円減少したこと、及び未払法人税等が4,063百万円減少したことによるものであります。また、純資産

の増加の主な要因は、資本剰余金が3,891百万円減少する一方、利益剰余金が33,307百万円増加したことによるもの

であります。 

（キャッシュフローの状況）  

当第３四半期累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、営業活動により14,963百万円増加

する一方、投資活動で71百万円、財務活動で14,601百万円減少いたしました。この結果、資金は期首残高に比べて

290百万円増加し、当第３四半期末残高は329百万円となりました。 

当第３四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動により獲得した資金は、14,963百万円となりました。主な要因としては、仕入債務の減少により2,030百

万円の資金が流出した一方、たな卸資産の減少により15,138百万円の資金を獲得したことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動により流出した資金は、71百万円となりました。これは主に貸付よる支出に伴うものであります。 

１．当四半期の業績等に関する定性的情報
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（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動により流出した資金は、14,601百万円となりました。これは株式の発行により284百万円を獲得したもの

の、借入金の返済により14,881百万円が流出したことによるものであります。 

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

平成23年５月期の通期業績予想については、平成23年１月14日に発表した数値に変更はありません。 

  

  

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 簡便な会計処理 

   （たな卸資産の評価方法）  

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積も

り、簿価切下げを行う方法によっております。 

  （固定資産の減価償却費の算定方法）  

定率法を採用している資産については、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。 

② 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理 

   該当事項はありません。  

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

・会計処理基準に関する事項の変更 

資産除去債務に関する会計基準の適用 

第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31

日）を適用しております。 

これにより、当第３四半期累計期間の営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益は、それぞれ２百万

円減少しております。 

  

２．その他の情報
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期会計期間末 
(平成23年２月28日) 

資産の部  

流動資産  

現金及び預金 329

受取手形及び売掛金 73

販売用不動産 572

仕掛販売用不動産 3,327

未成業務支出金 18

その他 122

貸倒引当金 △12

流動資産合計 4,431

固定資産  

有形固定資産  

建物（純額） 930

土地 2,433

その他（純額） 2

有形固定資産合計 3,365

無形固定資産 0

投資その他の資産  

その他 29

貸倒引当金 △0

投資その他の資産合計 29

固定資産合計 3,395

資産合計 7,827

負債の部  

流動負債  

支払手形及び買掛金 436

短期借入金 2,060

1年内返済予定の長期借入金 1,457

未払法人税等 7

引当金 26

その他 236

流動負債合計 4,225

固定負債  

長期借入金 3,224

引当金 7

その他 112

固定負債合計 3,344

負債合計 7,569
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（単位：百万円）

当第３四半期会計期間末 
(平成23年２月28日) 

純資産の部  

株主資本  

資本金 5,077

資本剰余金 227

利益剰余金 △5,047

株主資本合計 257

純資産合計 257

負債純資産合計 7,827
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（２）四半期損益計算書 
（第３四半期累計期間） 

（単位：百万円）

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年６月１日 
 至 平成23年２月28日) 

売上高 17,195

売上原価 15,178

売上総利益 2,016

販売費及び一般管理費 968

営業利益 1,048

営業外収益  

違約金収入 50

その他 12

営業外収益合計 62

営業外費用  

支払利息 35

遅延損害金 86

その他 16

営業外費用合計 139

経常利益 971

特別利益  

債務免除益 26,250

その他 131

特別利益合計 26,382

特別損失  

関係会社有価証券売却損 75

その他 3

特別損失合計 78

税引前四半期純利益 27,274

法人税、住民税及び事業税 0

過年度法人税等 33

過年度法人税等戻入額 △67

法人税等合計 △32

四半期純利益 27,307
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年６月１日 
 至 平成23年２月28日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税引前四半期純利益 27,274

減価償却費 19

債務免除益 △26,250

関係会社清算損益（△は益） 3

関係会社有価証券売却損益（△は益） 75

受取利息及び受取配当金 △0

支払利息 35

売上債権の増減額（△は増加） △7

たな卸資産の増減額（△は増加） 15,138

前払費用の増減額（△は増加） △4

仕入債務の増減額（△は減少） △2,030

未払金の増減額（△は減少） 34

賞与引当金の増減額（△は減少） 26

前受金の増減額（△は減少） △18

預り敷金及び保証金の増減額（△は減少） △31

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2

その他 △594

小計 13,673

利息及び配当金の受取額 0

利息の支払額 △39

法人税等の支払額 △4,024

法人税等の還付額 5,352

営業活動によるキャッシュ・フロー 14,963

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の払戻による収入 60

有形固定資産の取得による支出 △20

無形固定資産の取得による支出 △0

関係会社有価証券の売却による収入 1

貸付けによる支出 △150

貸付金の回収による収入 55

敷金の差入による支出 △17

敷金の回収による収入 0

その他 0

投資活動によるキャッシュ・フロー △71

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の返済による支出 △664

長期借入金の返済による支出 △14,217

株式の発行による収入 284

配当金の支払額 △3

その他 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △14,601

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 290

現金及び現金同等物の期首残高 39

現金及び現金同等物の四半期末残高 329
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該当事項はありません。  

  

  

１．報告セグメントの概要  

当第３四半期累計期間（自平成22年６月１日 至平成23年２月28日） 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会、その

他の会議体が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために定期的に検討を行う対象となっているもの

であります。 

当社は、製品・サービスの内容等が概ね類似している各個別プロジェクトを集約し、「不動産開発事業」

「資産活性化事業」「不動産業務受託事業」「賃貸事業」の４つを報告セグメントとしております。 

各報告セグメントの主要な内容は、次のとおりであります。 

  不動産開発事業・・・・・マンション等の開発・販売 

  資産活性化事業・・・・・収益不動産再生及び土地再開発 

  不動産業務受託事業・・・販売代理業務、不動産企画業務、その他不動産に関するコンサルティング業

務 

  賃貸事業・・・・・・・・オフィスビル・マンションの賃貸 

   

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

当第３四半期累計期間（自平成22年６月１日 至平成23年２月28日） 

（注）１．セグメント利益の調整額△674百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用でありま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

該当事項はありません。 

  

（追加情報） 

第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号

平成20年３月21日）を適用しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  （単位：百万円）

  

報告セグメント 

合計 
調整額 
（注）１ 

四半期 
損益計算書
計上額 
（注）２ 

不動産開発
事業 

資産活性
化事業 

不動産業務
受託事業 

賃貸事業 

売上高               

外部顧客への売

上高 
 4,260  12,285  575  72  17,195  －  17,195

セグメント間の
内部売上高又は
振替高 

 －  －  －  －  －  －  －

計  4,260  12,285  575  72  17,195  －  17,195

セグメント利益  616  495  565  45  1,722  △674  1,048
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平成22年８月17日開催の定時株主総会決議により、準備金の額の減少及び剰余金の処分を行い、次のとおり欠

損填補に充てております。  

(1) 準備金の額の減少の内容 

   会社法第448条第１項の規定に基づき、平成22年５月31日現在の資本準備金及び利益準備金の額を次の

とおり減少させ、減少する額の全額を、それぞれ、その他資本剰余金及び繰越利益剰余金に振り替えて

おります。 

①減少する準備金の項目及びその額 

資本準備金の額  4,119百万円 

利益準備金の額    ３百万円 

②準備金の額の減少の効力発生日 

平成22年８月17日 

(2) 剰余金の処分の内容 

   上記(1)の資本準備金の額の減少後、会社法第452条の規定に基づき、次のとおり剰余金を処分するこ

とにより、繰越損失を填補しております。 

①減少する剰余金の項目及びその額 

その他資本剰余金 4,119百万円 

別途積立金     395百万円 

②増加する剰余金の項目及びその額 

繰越利益剰余金  4,514百万円 

③剰余金の処分の効力発生日 

平成22年８月17日 

  当社は、平成22年10月１日付で、株式会社ヘキサゴンキャピタルパートナーズ及び株式会社ユーラシア旅行

社から第三者割当増資の払込みを受け、資本金が150百万円、資本準備金が150百万円増加しております。 

  また当社は、平成22年10月31日付で、再生債権を有する債権者の皆様より、現物出資による第１種優先株式

の発行に関する払込みを受け、資本金が1,357百万円、資本準備金が1,357百万円増加しております。 

  さらに、平成22年10月31日を効力発生日とした資本金及び資本準備金の額の減少の手続が、平成22年8月17

日に開催いたしました定時株主総会及び債権者異議申述手続を経て完了（ただし、資本準備金の額の減少は、

会社法第449条第1項ただし書きの要件に該当するため、債権者異議申述手続を経ておりません。）し、前提条

件となっていた第三者割当による第１種優先株式の発行が行われたことにより、資本金600百万円及び資本準

備金の額1,280百万円の減少の効力が発生いたしました。 

  以上により当第３四半期会計期間末において、資本金の額は5,077百万円となり、資本準備金は227百万円と

なっております。 

  

  

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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